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　2018年12月に創立80周年を迎えた
JUKI株式会社（以下、JUKI）。同社は
工業ミシンを含む縫製機器事業と、電子
回路基板の生産を支える表面実装機
（マウンタ）、印刷機、検査機などの産業
機器事業を大きな柱としています。その
グループ企業であるJUKI産機テクノロ
ジー株式会社（以下、JTEC）は、JUKI
産業装置の生産拠点として高品質な製
品を国内外のお客さまに提供。JUKIグ
ループ各社とともにJUKI製品を生産する
なかで培った開発・設計・生産・調達の
ノウハウを活かし、さまざまな製品の開
発・製造・加工などを受託するグループ
事業の拡大にも取り組んでいます。
　「JUKIの産業装置は、日立の大みか
事業所のプリント基板生産ラインでも長年
活用されています。その装置を更新する
準備を進めるなかで、日立の高効率化や
高信頼化への取り組みを聞き、われわれ
としてもとても共感できる部分がありまし
た。そこで互いの強みを活かし、プリント基
板生産ラインの最適化に向けた協創をス
タートさせたのです」と語るのは、JTEC 

代表取締役 社長の和泉 潔氏です。
　電子回路基板の多品種少量生産に取
り組む日立の大みか事業所では、JUKIの
表面実装機の更新を機に、新たにJUKI
の電子部品用自動倉庫と自動搬送装置
（AGV）を導入。オペレーションのさらなる
高効率化・高信頼化を図るとともに、IoTを
活用して部品や生産設備をつなぎ、上流
の部品在庫管理から下流の保守・予防
保全までをトータルに最適化するデジタル
ソリューションの開発を検討していました。
　「実はJTECでもスマートファクトリーの実
現をめざし、さまざまな生産革新に取り組ん
でいました。日立さんのデジタルソリューショ
ンの構想を聞くなかで、当社の生産ラインで
課題となっていた生産工程の可視化に、そ
のアプローチがたいへんマッチすることが
わかったのです」と、JTEC 生産技術部 生
産技術課 課長の菅 浩平氏は語ります。

　日立の大みか事業所が構想したプリント
基板生産ライン向けのデジタルソリューショ
ンは、「Sense（見える化）」→「Think（分
析）」→「Act（対策）」のサイクルを循環さ

せながら、「生産進捗・実績管理」「稼働実
績分析」「不具合解析」「設備保全」「在庫
管理」といった5つのソリューションにより、生
産性向上や不具合発生時の原因解析率
向上を実現するものです（図1）。
　このソリューションの協創プロジェクトと
してJUKIと日立は2017年、「生産進捗・
実績管理」のプロトタイプをJTEC本社工
場の実ラインに導入。両社のプロダクトと
ソフトウェア、IoTなどの運用ノウハウを組
み合わせながら、ソリューションの効果検
証と改善点の抽出に取り組みました。
　「これまでは月次の生産計画を現場リー
ダーが日次化し、それぞれの作業者に指示
を出すというアナログな手法をとっていたた
め、着手と完了以外の進捗状況を把握す
ることができませんでした。しかし、生産管理
システムのデータと実績をリアルタイムに可
視化できる生産進捗・実績管理モニターに
より、それぞれの担当者はその情報を見な
がら、次に何をやるべきか、どういった段取り
を事前にしておくべきかといった、納期遅延
を防ぐ対策をタイムリーに判断できるように
なったのです。生産管理者は作業者に明
確な目標を与えることが可能となり、モニター
を通じて相互の意識共有も図れるようになり
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製造業の未来をきりひらくスマートファクトリーでは、多品種少量生産ラインでも生産性を向上し、ライン全体の最適
化を図ることが重要な課題です。そこで日立は、プリント基板生産における高度なプロダクトで強みを持つJUKIグ
ループと協創。ITとOT※1を融合した日立のIoT※2で部品や設備をつなぎ、生産ラインの上流から下流までをトータル
に一元管理する新たなデジタルソリューションを創出しました。

JUKI株式会社 https://www.juki.co.jp/ JUKI産機テクノロジー株式会社 https://www.jdkc.co.jp/
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れわれが驚くほど、その能力を最大限に引
き出し、利用されているとても理想的なユー
ザーだと感じました。現在、産業装置事業
は他社との差別化が難しくなっており、今
後はお客さま向けのソリューション提案が
たいへん重要になってきます。そのなかで
取り組んだ今回の協創では、信頼し合える
パートナーとなった両社の強みを融合する
ことで、部品入出庫作業の自動化や生産
ラインの高効率化・高品質化を実現する
新たなデジタルソリューションを創出できた
のではないかと考えています」と語ります。
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ました。その結果、導入1か月で生産性が約
30％も向上しました」と菅氏は喜びます。
　生産進捗・実績管理モニターでは、ライ
ンを構成するさまざまな生産設備の稼働
状況と、エラー発生設備をリアルタイムに
可視化することもできます。2018年度中に
導入予定の「稼働実績分析」「不具合解
析」「設備保全」「在庫管理」といったソ
リューションとの連携により、計画と実績の
差分分析によるタクトバランスの改善や、
部品搭載不具合の障害解析性の向上、
部品管理や保全業務の効率化といった、
さまざまな価値創出が期待されています。
　「JUKI産業装置のショーケースとなって
いるJTEC本社工場には、国内外から多く
のお客さまが生産ラインを見学に来られま
す。日立さんと一緒に創り上げたデジタルソ
リューションの成果をご覧いただくことで、当
社の高いモノづくり力をアピールできるだけ
でなく、グローバルで求められている高効
率ソリューションへのビジネス拡大も期待で
きます。今後は秋田にあるJTECの3工場を
連携した可視化に挑戦していくほか、設備
不具合の早期発見や適切なメンテナンス、
設計部門へのフィードバックによる設備改
善などにもデータ活用を進めていきたいで
すね」と、和泉氏は意気込みを語ります。

　今回の協創を通して、日立への印象を
JUKI システム開発部 部長の渥美 匡氏
は「大みか事業所のラインでは、さまざまな
生産設備の稼働率や品質基準が想像以
上に高いレベルで維持されています。
JUKIの設備についても、開発者であるわ
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プリント基板生産最適化ソリューションの概要図

　さまざまな電子機器で使われるプリント
基板は、今後も世界市場でますます需要
が見込まれます。ニーズの多様化に対応
する多種多様なプリント基板の生産力強
化には、IoTを活用したデジタルソリュー
ションによる高効率化・高信頼化が不可
欠です。今後も両社は、JUKIの高度なプ
ロダクトと日立の実績あるITとOTを融合し
たIoTデジタルソリューションによる協創
で、世界の市場変化とスピードに柔軟に対
応しながら、社会やお客さまから選ばれる
トータルソリューションを提供していきます。
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＊ JaNetsは、JUKI株式会社の実装統合システムソフトウェアです。
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